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6月定例 会報告

　建設・電気・機械、工事契約がそれぞれ締結されました。

三好丘交流センターの解体後、いよいよ新施設が建設さ

れます。

　名称はこれから地域と協議しながら、今年度中に決定

する予定です。また、備品購入費は未確定ですが、工事

にかかる費用は以下の通りです。

・(仮称 ) きたよし地区拠点施設の建設を進めます

　工事請負契約が締結され、本年８月から工事に入ります。工期は来年度末までの予定で、

調整池の築造工事が完了後、調整池の上に公園を整備する計画です。場所はフィットハウス

三好店の南側で、砂後川を挟んだ向かいです。

・三好中島地区調整池築造工事を施工します

　境川周辺地区の浸水を防ぐための施設で、工事

が完了し本年４月１日から稼働しています。これ

までに 4 月 25 日、5 月 13 日にポンプが稼働し、

調整機能を果たしました。台風や集中豪雨などの

被害を防ぐ役割が期待されています。場所と時期

は未定ですが、今後福田に１箇所、西一色に１箇

所のポンプ場を建設する計画があります。

・福田第２雨水ポンプ場の供用を開始しました

三好中島地区計画公共空地　１号調整池

福田第２雨水ポンプ場
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2019 年 8 月開所予定！

◆平成 30年６月定例会議決結果

議案番号等 議       案      名 賛 否

議案第 45 号 税条例等の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 46 号 都市計画税条例の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 47 号 介護保険条例の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 48 号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例の一部を改正する条例
全員賛成

議案第 49 号 平成３０年度一般会計補正予算（第１号） 賛成多数

議案第 50 号 平成３０年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成

議案第 51 号 工事請負契約の締結について（（仮称）きたよし地区拠点施設建設（建築）工事） 全員賛成

議案第 52 号
工事請負契約の締結について（調整池築造工事（三好中島地区計画１号公共

空地））
全員賛成

議案第 53 号
工事変更委託契約の締結について（公共下水道事業福田第２雨水ポンプ場建

設工事）
全員賛成

※各議員の賛否についてはホームページで確認できます。

設計金額 入札価格
落札金額

（税込み）
請負率

（仮称）きたよし地区

拠点施設建設工事

建築 681,978,960 469,880,000 507,470,400 74.41%

電気 134,859,600 88,920,000 96,033,600 71.21%

機械 142,008,120 94,470,000 102,027,600 71.85%

工事監理 24,821,640 22,800,000 24,624,000 99.20%

合計 983,668,320 676,070,000 730,155,600 74.23%

（円）（円）（円）
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主

な

審

査

内

容

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

 

Q　

生
産
性
特
別
措
置
法
で
は
、
特
例
率
に

つ
い
て
は
０
〜
１
／
２
以
下
で
各
市
町
が
条

例
で
定
め
る
と
あ
り
、
固
定
資
産
税
の
特
例

率
を
０
と
し
た
理
由
は
。

A　

中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
中
小
企
業
を
最
大
限
支
援

す
る
目
的
で
、
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産

の
課
税
標
準
の
割
合
を
０
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

Q　

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
見
直
し
と
、

た
ば
こ
税
率
の
段
階
的
引
上
げ
は
。

A　

加
熱
式
た
ば
こ
の
税
率
が
、
一
般
の
た

ば
こ
に
比
べ
て
極
端
に
税
率
が
低
い
こ
と
か

ら
一
般
の
た
ば
こ
並
み
に
上
げ
て
い
く
改
正

で
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
を
紙
巻
き
た
ば
こ
に

換
算
す
る
方
法
が
５
段
階
で
変
更
さ
れ
、
紙

巻
た
ば
こ
と
し
て
、
た
ば
こ
税
が
国
・
県
・

市
合
わ
せ
て
１
箱 

20
円
上
が
り
ま
す
。

　

時
期
は
、
平
成
30
年
10
月
１
日
〜
32
年
９

月
30
日
の
期
間
で
１
箱
20
円
、
32
年
10
月
１

日
〜
33
年
９
月
30
日
の
期
間
で
20
円
、
33
年

10
月
１
日
か
ら
さ
ら
に
20
円
上
が
り
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
「
（
仮
称
）
き
た
よ
し

地
区
拠
点
施
設
建
設
（
建
築
）
工
事
」

Q　

建
築
工
事
以
外
の
電
気
工
事
、
機
械
工

事
、
備
品
購
入
を
含
め
、
補
助
金
を
含
め
た

総
予
算
と
契
約
金
額
の
説
明
と
事
業
の
全
体

の
進
捗
を
示
す
一
覧
表
の
提
示
は
。

A　

建
築
工
事
・
電
気
工
事
・
機
械
工
事
の

合
計
で
、
現
在
の
契
約
は
、
消
費
税
を
含
め

７
億
５
５
３
万
１
，
６
０
０
円
で
す
。
備
品

は
現
在
精
査
中
で
す
。
全
体
を
示
す
一
覧
表

は
、
財
源
内
訳
を
含
め
提
示
し
ま
す
。

委

員

会

活

動

報

告

　

本
年
度
、
総
務
協
働
委
員
会
で
は
市
民
の

市
政
に
対
す
る
需
要
の
多
種
多
様
化
と
地
域

の
課
題
解
決
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必

要
と
の
考
え
か
ら
、
７
名
の
委
員
で
議
論
し

「
新
た
な
協
働
の
あ
り
方
」が
必
要
と
の
意
見

に
ま
と
ま
り
、
年
間
活
動
テ
ー
マ
を
「
市
民

参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、

３
つ
の
調
査
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
市
の
「
が
ん
ば
る
地
域
応
援

補
助
金
」
な
ど
市
民
と
の
協
働
に
つ
い
て
の

現
状
と
課
題
を
検
証
し
、
行
政
調
査
に
て
他

市
町
の
先
進
的
な
取
組
を
学
び
ま
す
。
市
民

や
各
種
団
体
の
方
々
、
ま
た
行
政
区
か
ら
の

ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
本
市
で
の
協
働

の
あ
り
方
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
度
末
に
は
、
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
参
加
の
手
法
や
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
市
長
に
提
言
す
る

予
定
で
す
。

年
間
テ
ー
マ

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

調
査
項
目

　

協
働
事
業
提
案
制
度

　

地
域
担
当
職
員
制
度

　

協
働
に
係
る
職
員
の
能
力
向
上

行
政
調
査
先
・
質
問
事
項

　

埼
玉
県　

志
木
市　
　

７
月
５
日
（
木
）

　
　

① 

地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
　

② 

地
域
担
当
職
員
制
度

　

千
葉
県　

習
志
野
市　

７
月
６
日
（
金
）

　
　

① 

地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
　

 
 

・
ま
ち
づ
く
り
予
算
会
議

　
　

② 

地
域
担
当
職
員
制
度

　
　

③ 

市
民
参
加
型
補
助
金
制
度

委員長：林　文夫

総務協働委員会報告

①市民主体

市民が責任を

もって独自に

行う

②市民主導

市民主導の元

で行政の協力

を得て行う

③双方対等

市民と行政が

連携・協力し

て行う

④行政主導

行政主導の元

で市民の協力

を得て行う

⑤行政主体

行政が責任を

もって独自に

行う

協働の範囲

市民関与の度合い大 小

主

な

審

査

内

容

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q　

一
時
的
に
増
え
た
所
得
は
介
護
保
険
料

を
算
定
す
る
「
合
計
所
得
金
額
」
の
対
象
と

し
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
特
別
控
除
に
お
け

る
長
期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
の
違
い

は
何
か
。

A　

土
地
や
建
物
の
所
有
期
間
に
よ
り
、
５

年
を
超
え
る
所
有
は
長
期
、
５
年
以
下
の
所

有
を
短
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
の
要

件
緩
和
措
置
と
し
て
、
法
人
で
な
く
て
も
病

床
を
有
す
る
診
療
所
を
追
加
す
る
の
か
。

A　

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
行

う
事
業
所
に
限
定
し
て
、
法
人
以
外
に
病
床

を
有
す
る
診
療
所
を
開
設
し
て
い
る
者
を
追

加
し
ま
す
。

Q　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
と
生
活
援

助
従
事
者
研
修
課
程
の
違
い
は
何
か
。

A　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
は
、
身

体
介
護
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
一

体
的
に
約
８
ヶ
月
間
１
３
０
時
間
行
う
研
修

で
、
一
方
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程
は
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
内
容
を
約

４
ヶ
月
間
59
時
間
行
う
研
修
で
す
。

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

総
合
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
改
修
業
務
委
託

に
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
国
の
補
助

金
は
ど
の
よ
う
か
。

A　

今
回
の
改
修
業
務
委
託
に
必
要
な
予
算

で
国
か
ら
の
補
助
率
は
２
分
の
１
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

委

員

会

活

動

報

告

　

30
年
度
は
、
毎
月
第
２
火
曜
日
を
委
員
会

協
議
会
の
定
例
開
催
と
し
て
諸
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
課
題
の
中
か
ら
年
間
テ
ー
マ
を
選

定
し
、
先
進
的
な
自
治
体
の
取
り
組
み
を
学

び
課
題
解
決
を
目
的
に
、
調
査
研
究
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
研
究
の
内
容
を

ま
と
め
、
市
民
へ
の
報
告
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
報
告
会
で
は
、
市
民
と
の
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
、
政
策
提
言
を
ま
と
め
、
市

長
に
提
出
致
し
ま
す
。
５
月
21
日
は
第
１
回

の
協
議
会
開
催
で
し
た
。　

こ
れ
ま
で
に
決

ま
っ
た
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
年
度
目
標　

　

・
福
祉
政
策
の
向
上

②
調
査
予
定
先
と
調
査
テ
ー
マ

　

・
石
川
県
白
山
市　

７
月
９
日

　
　
　

公
民
連
携
の
福
祉
施
設
の
設
置

　

・
石
川
県
小
松
市　

７
月
10
日

　
　
　

福
祉
行
政
の
取
り
組
み

◎総合福祉システムの改修

③
調
査
項
目

　

・
複
合
施
設
導
入
の
ね
ら
い
と
経
緯

　

・
複
合
施
設
導
入
の
方
法

　

白
山
市

　

・
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
（
ビ
ー
ズ
行
善

　
　

寺
）
と
白
山
市
と
の
関
係

　

・
就
労
支
援
策
の
取
り
組
み
内
容

　

小
松
市

　

・
小
松
市
の
福
祉
施
策

　

・
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
（
山
草
二
木
西

　
　

園
寺
）
と
行
政
の
連
携

　

・
農
福
連
携
や
就
労
継
続
支
援

◎〈白山市〉複合福祉施設を備えるビーズ行善寺

委員長：阿部　憲明

文教厚生委員会報告
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主

な

審

査

内

容

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

道
路
安
全
施
設
設
置
事
業
の
ふ
る
さ
と

納
税
50
万
円
は
ど
の
よ
う
な
施
設
に
使
わ
れ

る
の
か
。

A　

道
路
安
全
施
設
設
置
事
業
の
カ
ラ
ー
舗

装
設
置
工
事
、
地
区
と
し
て
黒
笹
ひ
ば
り
ヶ

丘
地
区
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

30
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Q　

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
額
は
。

A　

４
３
７
万
５
千
円
で
す
。

Q　

公
債
費
の
償
還
ピ
ー
ク
は
い
つ
か
。

A　

下
水
道
事
業
債
の
ピ
ー
ク
は
30
年
度
で

５
億
８
９
２
９
万
円
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
調
整
池

築
造
工
事
（
三
好
中
島
地
区
計
画
１
号
公
共

空
地
）
」

Q　

三
好
中
島
地
区
計
画
１
号
公
共
空
地
の

調
整
池
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
る

か
。

A　

大
雨
が
降
っ
た
場
合
、
毎
秒
１
ｔ
以
上

の
雨
水
は
砂
後
川
に
放
流
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
越

え
つ
り
ゅ
う
せ
き

流
堰
を
越
え
た
量

の
雨
水
が
こ
の
調
整
池
に
貯
ま
る
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
砂
後
川
の
水
位

が
下
が
っ
た
段
階
で
ポ
ン
プ
施
設
に
よ
っ
て

砂
後
川
に
調
整
池
か
ら
排
水
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

完
成
後
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
か
。

A　

ポ
ン
プ
施
設
に
つ
い
て
は
年
１
回
点
検

等
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
通
常
の
管
理

は
土
砂
等
の
除
去
の
み
で
、
槽
の
確
認
は
毎

年
の
点
検
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

工
事
変
更
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
公

共
下
水
道
事
業
福
田
第
２
雨
水
ポ
ン
プ
場
建

設
工
事
」

Q　

減
額
の
理
由
は
な
に
か
。

A　

水
処
理
設
備
工
事
、
電
気
設
備
工
事
の

落
札
率
が
90
％
程
に
な
り
ま
す
の
で
差
額
の

部
分
が
大
き
い
で
す
。

委

員

会

活

動

報

告

◎
行
政
視
察
先

山
形
県　

米
沢
市　
（
７
月
２
日
）

山
形
県　

鶴
岡
市　
（
７
月
３
日
）

◎
行
政
テ
ー
マ

企
業
〝
立
地
・
誘
致 

〟
に
つ
い
て

　

企
業
誘
致
は
税
収
確
保
の
み
な
ら
ず
、
雇

用
創
出
や
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
既
存
企
業
の
再
投
資
や
関
連
企
業
の

進
出
に
よ
り
、
産
業
の
集
積
と
高
度
化
を
図

る
政
策
も
重
要
で
す
。

　

設
備
投
資
を
計
画
す
る
企
業
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
本
市
が
企
業
の
投
資
戦
略
を

理
解
し
、
地
域
の
優
位
性
を
打
ち
出
し
て
、

企
業
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
、
経
済

建
設
委
員
会
で
は
活
動
テ
ー
マ
を
企
業
の
立

地
・
誘
致
に
つ
い
て
と
決
め
活
動
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

先
進
地
へ
視
察
し
、
委
員
会
で
議
論
し
今

年
度
、
市
へ
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

強
度
は
鉄
鋼
の
４
倍
、
伸
縮
性
は
ナ
イ
ロ

ン
を
上
回
り
、
耐
熱
性
は
３
０
０
度
を
超
え

る
。
驚
異
的
な
ク
モ
糸
の
特
性
を
活
か
し
た

新
素
材
「
Ｑ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｓ　
」

調整池築造工事予定地
（三好中島地区計画１号公共空地）

委員長：渡邊　郁夫

経済建設委員会報告

®

慶應先端研究バイオベンチャー企業

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

企
業
立
地
に
対
す
る
取
り
組
み

問　

新
た
な
工
業
用
地
に
お
い
て
土
地
利
用

構
想
と
候
補
地
の
考
え
は
。

答　

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
（
素
案
）

で
は
産
業
用
地
を
確
保
誘
導
に
て
、
ま
ち
の

発
展
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
工
業
用

地
で
は
東
名
三
好
イ
ン
タ
ー
近
隣
地
・
大
規

模
工
場
隣
接
地
・
幹
線
道
路
を
活
か
す
エ
リ

ア
等
を
候
補
地
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
企
業
支
援
の
新
た
な
取
り
組
み

の
具
体
的
な
方
策
は
。

答　

産
業
立
地
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
先
進
事
例
の
検
討
会
議
を
開
催
。
ま
た

６
３
６
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
奨
励

金
・
税
制
優
遇
制
度
・
人
材
育
成
の
充
実
を

挙
げ
、
企
業
立
地
促
進
条
例
等
の
制
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

問　

み
よ
し
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
特
徴
は
。

答　

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
妊

娠
・
出
産
・
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
家
族

を
支
援
す
る
市
町
が
設
置
運
営
す
る
拠
点
及

び
制
度
で
す
。
本
市
の
特
徴
は
産
前
産
後
で

は
８
週
ま
で
支
援
が
あ
り
、
子
育
て
応
援
プ

ラ
ン
・
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
・
産
前
産
後
サ
ポ
ー

ト
事
業
等
が
あ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
た

に
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
も
開
始
し
ま
し
た
。

問　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

事
業
推
進
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答　

育
児
の
不
安
軽
減
や
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
発
育
支
援
の
た
め
、
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り
快
適
で
使
い
や
す
い

施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水 野 隆 市

（新世紀の会）

第
２
次
み
よ
し
市
総
合
計
画

問　

み
よ
し
市
産
業
立
地
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
は
。
企
業
誘
致
は
道
路
網
の

整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
開
通

対
応
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

新
た
な
産
業
立
地
の
方
向
性
、
将
来
の

工
業
系
用
地
候
補
地
の
検
討
、
市
内
外
６
３

６
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
企
業
立

地
誘
導
を
図
る
条
例
化
を
行
い
ま
す
。
広
域

幹
線
１
５
３
号
の
６
車
線
化
を
要
望
し
ま
す
。

問　

み
な
よ
し
地
区
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

で
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
総
合
計
画
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。
不
均
衡
の
改
善
は
ど
う
か
。

答　

有
効
性
、
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
盛
り

込
み
ま
す
。
地
区
計
画
の
手
法
で
宅
地
開
発

は
可
能
で
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
土
地

利
用
を
検
討
し
ま
す
。
担
い
手
農
業
者
を
育

成
し
地
産
地
消
を
図
り
ま
す
。
道
路
行
政
は

県
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
乍
ら
行
い
ま
す
。

大
学
生
読
書
時
間
ゼ
ロ
過
半
数
超

問　

大
学
生
の
１
日
の
読
書
時
間
ゼ
ロ
の
回

答
53
％
と
驚
き
の
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
読

書
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
学
校
の
対
応
は
。
学
校
図
書
館
の
整

備
、
司
書
教
諭
、
学
校
司
書
の
実
態
は
。

答　

各
学
校
で
は
読
み
聞
か
せ
や
朝
の
読
書

時
間
を
設
け
読
書
の
習
慣
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

各
学
校
と
も
司
書
教
諭
は
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
図
書
館
司
書
補
助
員
を
週
２
〜
３
日

配
置
し
開
館
時
間
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
学

校
司
書
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

　

み
よ
し
市
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ
導
入

岡 本 守 直

（みよし未来の会）

◎子育て総合支援センター内「ふれあい広場」

◎南部小学校・図書室
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第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

遅
れ
が
目
立
つ
学
校
施
設
の
避
難
所

問　

避
難
所
と
し
て
、
学
校
施
設
の
防
災
機

能
で
整
備
し
て
い
る
物
の
整
備
状
況
は
ど
れ

ほ
ど
か
。

答　

飲
料
水
は
、
三
好
・
中
・
北
の
三
中
学

校
に
１
０
０
ト
ン
級
の
耐
震
性
水
槽
設
置
済

み
。
資
料
備
蓄
は
３
０
，
８
６
５
食
、
市
役

所
敷
地
内
に
防
災
倉
庫
備
蓄
有
。
簡
易
ト
イ

レ
は
マ
ル
チ
ト
イ
レ
、
レ
ボ
ッ
ク
ス
ト
イ
レ

２
３
５
基
整
備
済
。
毛
布
３
６
０
枚
。
マ
ッ

ト
１
，
８
０
０
枚
備
え
て
い
る
。

日 置 孝 彦

（清翔クラブ・代表）

◎市内の道路照明灯を LED 化に！

環
境
保
全
の
取
り
組
み

問　

本
市
の
西
三
河
５
市
連
携
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
事
業
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

８
事
業
が
あ
り
、
そ
の
中
の
３
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
２
つ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
予
定
の
段
階
で
残
り
の
「
省
エ
ネ

相
談
事
業
」
は
無
料
で
開
催
し
ま
し
た
。

問　

道
路
照
明
灯
や
防
犯
灯
を
市
内
全
域
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
が
、
電
力
の
低
減
と　

削
減
量
の
効
果
は
。

答　

道
路
照
明
灯
は
１
３
１
２
基
を
交
換
し

約
７
１
７
，
０
０
０
　
の
電
力
低
減
、　

  

減

量
は
約
３
９
４
，
０
０
０
㎏

-　
　

で
約
69
％

の
削
減
効
果
と
な
り
ま
す
。
防
犯
灯
は
１
９

９
６
灯
で
約
７
９
，
８
４
０
　
の
電
力
低
減

で　

削
減
量
は
約
４
３
，
９
１
２
㎏

-　

で

約
33
％
の
削
減
効
果
と
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

問　

み
よ
し
市
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
内
容
は
。

答　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
、
障
が
い
者
な
ど
を
含
む
全
て
の
市

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
す

も
の
で
す
。

問　

み
よ
し
市
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
る
の
か
。

答　

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
自
助
を
ベ
ー

ス
に
互
助
の
力
を
発
揮
し
つ
つ
、
福
祉
・
医

療
・
介
護
の
連
携
強
化
の
視
点
で
「
共
助
」

「
公
助
」
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

阿 部 憲 明

（公明党・代表）

18
歳
選
挙
に
よ
る
若
者
へ
の
主
権

者
教
育
は
ど
の
よ
う
か

問　

今
回
の
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
と
も

な
っ
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

選
挙
啓
発
活
動
と
し
て
、
18
歳
の
市
民

に
選
挙
啓
発
の
冊
子
配
布
済
み
で
す
。

kwh

CO2

CO2

CO2

kwh

CO2

CO2

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ●一般
質問

教
員
の
多
忙
化
解
消

問　

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た
市
教
育

委
員
会
の
考
え
方
、
具
体
的
な
取
組
み
は
。

答　
「
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た
在
校
時

間
管
理
の
適
正
化
」「
業
務
改
善
に
向
け
た
学

校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」「
部
活
動
指
導
に

関
わ
る
負
担
の
軽
減
」「
業
務
改
善
と
環
境
整

備
に
向
け
た
取
組
」
の
４
点
を
柱
と
し
、
今

後
は
具
体
的
な
改
善
策
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
実
効
性
の
あ
る
、
み
よ
し
市
版
「
教
職

員
多
忙
化
解
消
プ
ラ
ン
」
を
平
成
31
年
３
月

目
途
に
策
定
し
ま
す
。         

問　

外
国
語
科
化
に
な
る
高
学
年
担
任
負
担

軽
減
の
た
め
更
に
専
科
教
員
の
配
置
予
定
は
。

答　

専
科
教
員
加
配
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
国

や
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

問　

西
三
河
５
市
の
太
陽
光
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
補
助
金
・
補
助
上
限
額
ど
の
よ
う
か
。

答　

西
三
河
５
市
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
額
は
、
岡
崎
市
、
安
城
市
は
、
２
万

円
kw
上
限
４
kw
８
万
円
、
知
立
市
は
、
３
万

円
で
上
限
４
kw　

万
円
で
す
。
み
よ
し
市
は
、

４
万
円
kw
で
上
限
５
kw　

万
円
で
す
。
豊
田

市
は
、
28
年
度
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補

助
金
事
業
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

問　

蓄
電
池
単
体
や
蓄
電
池
と
外
部
充
給
電

装
置
設
置
等
、
施
策
加
算
し
補
助
金
額
を
見

直
し
事
業
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
燃
料
電
池
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
補
助
状
況
を
踏
ま
え
、
近
隣
市
町
の
動
向

や
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
注
視
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
取
組
み
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡 邊　郁 夫

（市民フォーラム）

農
業
後
継
者
支
援

問　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
個
人
経
営
者
に

対
し
支
援
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

個
人
経
営
者
に
対
す
る
場
合
は
国
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
農
業

用
機
械
、
施
設
の
導
入
が
対
象
と
な
る
経
営

体
育
成
支
援
事
業
は
、
経
営
規
模
な
ど
の
選

択
要
件
が
厳
し
く
余
り
活
用
さ
れ
な
い
、
そ

こ
で
市
と
し
て
は
、
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を

緩
和
し
、
意
欲
あ
る
担
い
手
農
業
者
に
対
す

る
市
単
独
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
来
年
度
か
ら

新
設
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
担
い
手
の
育
成
と
農
業
振
興
を
図
り
、

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

営
農
支
援

問　

経
営
安
定
化
を
目
指
す
支
援
対
策
は
。

答　

本
市
の
農
業
の
持
続
的
な
発
展
や
、
所

得
向
上
の
た
め
、
国
内
の
み
で
な
く
海
外
で

の
販
路
拡
大
を
目
的
に
平
成
28
年
度
よ
り
香

港
で
の
果
実
販
売
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
水
稲
で
は
あ
い
ち
豊

田
農
協
と
連
携
し
、
米
の
需
要
と
供
給
を
見

通
し
、
米
の
在
庫
状
況
な
ど
、
き
め
細
か
な

情
報
を
提
供
し
、
農
家
所
得
向
上
、
米
価
の

安
定
と
小
麦
な
ど
の
転
作
作
物
の
生
産
振
興

を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

畑
作
で
は
、
利
用
者
希
望
に
よ
り
通
年

配
水
を
し
て
い
る
、
冬
季
灌
水
１
月
〜
３
月

ま
で
の
電
気
料
金
の
支
援
の
考
え
は
。

答　

平
成
29
年
度
よ
り
１
月
〜
３
月
ま
で
の

冬
季
灌
水
の
電
気
料
金
は
、
県
の
用
水
機
維

持
管
理
事
業
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
お
り
電

気
料
金
の
30
％
が
補
助
さ
れ
て
い
る
、
今
後

本
市
も
補
助
で
き
る
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

近 藤 鋓 男

（新世紀の会）

◎フル稼働のポンプ
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第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ●一般
質問

◎上伊保知立線の新道工事

三
好
ケ
丘
駅
周
辺
の
諸
問
題

問　

再
整
備
計
画
で
は
、
駅
前
交
差
点
か
ら

駅
へ
の
入
り
と
出
が
共
に
２
車
線
で
あ
る
が
、

出
を
現
在
と
同
じ
３
車
線
に
す
べ
き
で
は
。

答　

交
通
量
調
査
を
実
施
し
解
析
し
ま
し
た

が
、
３
車
線
か
ら
２
車
線
に
し
て
も
処
理
で

き
る
能
力
は
ほ
ぼ
同
数
と
の
結
果
で
し
た
。

問　

県
道
上
伊
保
知
立
線
の
新
し
い
道
路
の

供
用
開
始
は
何
時
頃
か
。
現
在
の
道
路
は
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
使
用
さ
れ
る
の
か
。

答　

県
は
平
成
30
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
道
路
を
南
と
北
の

交
差
点
の
手
前
、
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
ｍ
の
地

点
で
新
し
い
道
路
に
取
り
付
け
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
疑
問

問　

３
月
の
当
初
予
算
に
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
費
１
億
５
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
た
。
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
増
え
て
い

た
が
、
市
の
説
明
は
、
事
業
は
就
学
中
の
障

が
い
児
が
授
業
終
了
時
や
休
業
日
に
通
う
も

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
平
日
が
約
９
千

円
、
学
校
休
業
日
が
約
１
万
２
千
円
で
、
こ

れ
を
本
人
が
１
割
、
残
り
を
国
・
県
・
市
が

負
担
す
る
等
で
あ
っ
た
。

　

市
内
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

29
年
度
の
児
童
・
生
徒
の
利
用
者
の
月
当
り

の
利
用
可
能
日
数
の
上
限
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

市
内
に
９
か
所
事
業
所
が
あ
り
、
29
年

度
の
利
用
者
は
、
市
外
事
業
所
９
人
を
含
め
、

１
０
４
人
で
す
。
そ
の
う
ち
33
人
は
障
が
い

者
手
帳
を
持
ち
ま
せ
ん
。
上
限
は
５
日
以
内

12
人
、
６
〜
10
日
、
32
人
、
11
〜
15
日
、
42
人
、

16
〜
20
日
、
18
人
、
21
〜
25
日
、
８
人
、
26

〜
31
日
、
９
人
で
す
。

加 藤 芳 文

（清翔クラブ）

◎多世代交流と居場所

教
員
の
多
忙
化
解
消
と
研
修
の
あ
り
か
た

問　

子
供
と
向
き
合
う
時
間
確
保
の
為
に
教

員
本
来
の
業
務
を
精
査
す
る
考
え
は
。

答　

全
て
の
業
務
を
三
分
類
し
業
務
の
役
割

分
担
・
適
正
化
を
図
る
。
と
の
指
針
に
基
づ

き
本
市
の
多
忙
化
解
消
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

す
。
教
員
以
外
が
担
う
業
務
で
の
地
域
力
の

活
用
は
、
地
域
の
教
育
力
を
学
校
づ
く
り
に

生
か
す
上
で
、
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

教
育
現
場
で
活
用
で
き
る
研
修
を
本
市

の
研
修
計
画
に
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
す
る
「
教
師
が
児
童
生

徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
」

た
め
の
研
修
に
、
市
内
12
校
全
て
が
受
講
し

児
童
生
徒
と
関
わ
る
実
践
的
な
ス
キ
ル
の
習

得
に
役
立
ち
ま
し
た
。
今
後
は
教
職
３
年
目

研
修
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
研

修
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
ま
す
。

多
世
代
交
流
と
居
場
所
づ
く
り

問　

新
た
な
多
世
代
交
流
に
向
け
地
域
担
当

職
員
制
度
な
ど
市
役
所
の
体
制
や
役
割
の
見

直
し
の
考
え
は
。

答　

地
域
の
福
祉
向
上
や
活
性
化
を
考
え
、

地
域
内
の
社
会
保
障
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う

な
地
域
で
の
横
の
連
携
を
担
う
人
材
の
配
置

と
仕
組
み
を
他
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

地
域
で
多
世
代
が
共
に
集
え
、
多
様
な

交
流
が
行
え
る
居
場
所
づ
く
り
の
考
え
は
。

答　

全
市
民
を
対
象
と
す
る
「
み
よ
し
市
版

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
、
ま
ず
は
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
か
ら
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
と
し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
調
査
・
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

林 　 文 夫

（新世紀の会）

認
知
症
施
策

問　

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
「
若
年
性
認
知

症
」
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
若
い
世
代
な

ら
で
は
の
特
性
に
配
慮
し
た
就
労
・
社
会
参

加
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
の
進
め
方
は
。

答　

若
年
性
認
知
症
の
人
は
、
現
役
で
働
い

て
い
る
場
合
が
多
く
、
就
労
に
対
す
る
支
援

が
重
要
と
な
り
ま
す
。「
ふ
く
し
の
窓
口
」
の

相
談
対
応
、「
く
ら
し
・
は
た
ら
く
相
談
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
就
労
を
継
続
す
る
た
め
の

支
援
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
訪
問
支
援

問　

厚
労
省
が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
「
地
域
に
お
け
る
訪
問
型
就
労
準
備
支
援

事
業
」
。
こ
の
ひ
き
こ
も
り
訪
問
支
援
は
行
政

の
新
た
な
支
援
と
し
て
期
待
が
大
き
い
。
本

市
も
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答　

就
労
に
向
け
た
準
備
が
必
要
で
、
社
会

的
に
孤
立
し
た
ひ
き
こ
も
り
の
人
を
対
象
と

す
る
訪
問
支
援
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
た

め
、
今
後
、
近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
支
援

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
家
賃
補
助
の
制
度
は

あ
る
か
。
支
援
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

答　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

多
様
な
住
ま
い
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
国
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

本
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
み
よ
し
市
障

が
い
者
福
祉
計
画
」
の
方
針
も
あ
り
、
利
用

者
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
の
状

況
を
念
頭
に
、
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青 木 直 人

（公明党）

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

問　

道
路
照
明
灯
、
防
犯
灯
の
設
置
状
況
と

１
基
の
設
置
費
用
と
電
気
代
は
い
く
ら
か
。

答　

市
内
の
道
路
照
明
灯
の
設
置
総
数
は
１
，

４
７
２
基
で
、
防
犯
灯
の
設
置
総
数
は
２
，

３
２
０
基
で
す
。
多
い
行
政
区
は
、
福
谷
区

２
１
９
基
、
少
な
い
区
は
、
２
基
で
す
。

　

電
柱
に
取
り
付
け
る
場
合
は
約
３
万
３
千

円
、
専
用
の
ポ
ー
ル
に
取
り
付
け
る
場
合
は

約
５
万
４
千
円
。
電
気
代
は
１
ヶ
月
約
１
５

０
円
、
約
１
年
間
で
１
，
８
０
０
円
で
す
。

問　

防
犯
灯
の
設
置
と
修
理
費
用
は
本
市
が

負
担
。
電
気
代
も
本
市
で
負
担
し
て
は
。

答　

電
気
代
は
、
応
益
負
担
か
ら
現
行
ど
お

り
行
政
区
で
負
担
を
お
願
い
し
、
市
は
一
括

交
付
金
の
対
象
経
費
と
し
て
継
続
し
ま
す
。

環
境
美
化
に
対
し
て

問　

平
成
30
年
４
月
か
ら
変
更
に
な
っ
た
分

別
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
広
報
と
看
板
の
設
置
状

況
。
ま
た
、
小
さ
い
袋
を
作
る
予
定
と
事
前

説
明
会
は
ど
う
か
。

答　

分
別
ゴ
ミ
の
出
し
方
は
広
報
み
よ
し
２

月
１
日
号
で
、
ゴ
ミ
袋
の
変
更
の
掲
載
。

　

３
月
15
日
号
で
は
、
４
月
か
ら
の
ゴ
ミ
の

出
し
方
に
つ
い
て
、
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
広
報
と
同
時
に
配
布
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
広
報
の
掲
載
と
併
せ
て

更
新
し
て
い
ま
す
。
集
積
所
等
の
看
板
は
、

３
月
下
旬
に
変
更
箇
所
を
シ
ー
ル
に
て
修
正

し
、
小
さ
い
袋
の
作
成
は
尾
三
衛
生
組
合
と

構
成
市
町
と
協
議
し
ま
す
。
事
前
説
明
会
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
１
月
に
ご
み
袋
変

更
は
文
書
で
依
頼
し
、
そ
の
後
、
２
月
の
区

長
協
議
会
に
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

牧 田 充 生

（日本共産党）

◎リサイクルステーション

◎くらし・はたらく相談センター



　本特別委員会も二年目を迎え新たなメンバー構成になりました。今年度の活動のテーマは、市

民の足となる地域交通を広く研究するために「地域交通について」とし、市民により利用しやす

い「さんさんバス」等を目指して、研究していきます。また、他の交通機関との連携や新たなコ

ミュニティ交通なども含め、まちづくりとの連携や地域全体を見渡した総合的な公共交通ネット

ワークの再構築を検討し、さらに充実した地域交通を目指して、委員一同、調査研究を進めて参

ります。

　　今年度の行政調査先

　　　7 月 24 日（火）　福井県坂井市

　　　7 月 25 日（水）　石川県輪島市

地 域 交 通 対 策 特 別 委 員 会 報 告 委員長：小嶋　立夫

　今年のテーマを「議会活動の見える化」として、議会ホームページの内容を充実し、議会だ

よりと連動させます。

　ホームページに各常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の会議・活動報告の掲載。また

QR コードを広報紙「きずな」に掲載し、ホームページ上の情報をスマートホンやタブレット

で閲覧等ができるような取り組み。その他に委員会・協議会の内容、日程など議会活動の見え

る化を進めます。議会・議員のことを調べようと市議会ホームページを訪れた市民の皆さまに

応えられる内容、情報となるようにさせていきます。

議 会 広 報 広 聴 特 別 委 員 会 報 告 委員長：水谷　正邦 議 会 運 営 委 員 会 報 告 委員長：水野　隆市

　市民の皆さまの信託に沿うことができるよう、本年度委員会の活動テーマを『 議会改革の

更なる推進 』と致しました。活動の一環として市民の皆さまに「議会のしくみ」や「議会の働き」

を知っていただき、政治への関心を持っていただくだけでなく、市民の皆さまと共にまちづく

りに参加できるような議会、より身近な議会を目指します。

　３常任委員会に協力を頂き、本年度の行政調査報告会を、より充実させたいと思っています。

　市民の皆さまに議会活動を更にご理解いただけるよう推進してまいります。

　　今年度の行政調査先

　　　7 月 18 日（水）　神奈川県藤沢市

　　　7 月 19 日（木）　神奈川県鎌倉市

みよし市議会 QR コード
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第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました）に１１人の議員が、市政に対する代表質問・一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

◎市民の足となる「さんさんバス」

保
育
園
の
お
む
つ
問
題

問　

厚
労
省
の
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
と
、
保
育
園
で
の
使
用
済
み
お
む
つ

の
衛
生
管
理
と
し
て
、
蓋
付
き
の
容
器
に
保

管
と
あ
る
が
、
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

蓋
付
き
の
容
器
に
保
管
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
蓋
付
き
容
器
が
設
置
で
き

な
い
園
は
、
カ
ゴ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
用
意
す

る
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
保
管
し
、
衛
生
管
理

に
沿
っ
た
対
処
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

問　

使
用
済
み
お
む
つ
の
保
護
者
に
よ
る
持

ち
帰
り
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

使
用
済
み
お
む
つ
は
全
て
の
園
で
保
護

者
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

本
市
で
も
、
保
育
園
で
処
分
す
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

保
護
者
が
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
把
握

す
る
た
め
、
ま
た
お
む
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

状
況
を
知
る
為
に
も
、
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
重
要
で
、
今
後
も
保
護
者
に
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
内
に
あ
る
高
齢
者
の
通
所
施
設
で
も
、

使
用
済
み
お
む
つ
は
持
ち
帰
り
か
。

答　

全
て
の
通
所
施
設
に
お
い
て
、
お
む
つ

は
施
設
で
処
分
し
て
い
ま
す
。

問　

高
齢
者
の
通
所
施
設
で
は
、
ど
の
よ
う

に
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

口
頭
や
連
絡
帳
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

健
康
状
態
を
把
握
す
る
に
は
、
お
む
つ

を
持
ち
帰
ら
な
く
て
も
可
能
。
お
む
つ
持
ち

帰
り
に
は
、
感
染
症
が
拡
散
す
る
リ
ス
ク
の

問
題
、
保
育
士
や
保
護
者
の
負
担
等
の
問
題

も
あ
る
。
園
ご
と
に
一
つ
の
蓋
付
容
器
で
し

っ
か
り
保
管
し
、
園
処
分
に
す
べ
き
で
は
。

答　

ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査
し
、
検
討
し
ま
す
。

水 谷 正 邦

（青雲クラブ）



次
回
定
例
会
の
ご
案
内

編

集

後

記

　
当
委
員
会
と
し
て
７
月
に
予
定
し
て
い
た
広

島
県
三
次
市
、
呉
市
へ
の
視
察
・
研
修
は
、
豪

雨
被
害
に
よ
り
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
程
の
規
模
で

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
対
岸
の
火
事
と

せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と
し
て
考
え
行

動
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
自
助
、
共
助
力
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
へ
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　

　
　
　
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

委
員
一
同

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

会
　
　
期
　
９
月
６
日
（
木
）
〜

27
日
（
木
）

一
般
質
問
　
９
月
10
日
（
月
）
〜

11
日
（
火
）

議
案
質
疑
　
９
月
13
日
（
木
）

【
委
員
会
】
　

　
総
務
協
働
委
員
会
　
９
月
18
日
（
火
）

　
文
教
厚
生
委
員
会
　
９
月
19
日
（
水
）

　
経
済
建
設
委
員
会
　
９
月
20
日
（
木
）

　
本
会
議
等
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

手
話
通
訳
等
の
必
要
な
方
は
７
日
前
ま
で
に

事
務
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「きずな」 「声の広報」議会だより　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 に視察来訪

　
視
察
に
訪
れ
た
名
取
市
の
荒
川
委
員
長

が
「
内
容
あ
る
議
会
広
報
の
あ
り
方
、
市

民
へ
の
お
知
ら
せ
方
法
、
中
で
も
声
の
広

報
に
感
動
し
、
勉
強
に
来
ま
し
た
。
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
や
ま
び
こ
の
会
の
三
宅
会
長
が
「
や
ま

び
こ
の
会
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

市
議
会
だ
よ
り
、
市
広
報
、
福
祉
だ
よ
り
、

サ
ン
ア
ー
ト
だ
よ
り
の
４
紙
を
、
音
訳
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
音
訳
で
は
、
①
感
情
を
入
れ
な
い
②
内
容

を
正
確
に
伝
え
る
③
表
や
写
真
は
人
物
・

状
況
の
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

月
１
回
例
会
を
開
き
、
楽
し
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
」
と
活
動
内
容
を
紹
介
。

　
名
取
市
委
員
が
、
　「
記
事
だ
け
で
な
く

『
き
ず
な
』
表
紙
の
写
真
の
説
明
ま
で
し
て

い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
表
現
が
工

夫
さ
れ
て
い
て
、
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま

し
た
。
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
き
ず
な
」
で
は
平
成
29

年
度
か
ら
、
や

ま
び
こ
の
会
に
よ
る
「
声
の
広
報
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
な
た
で

も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
一
度
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

質問に答える三宅会長

～やまびこの会に感動～ 宮城県名取市 議会広報特別委員会

平成30年7月12日

ようこそ　みよし市へ

　昭和54年発足、59年ボランティ

アセンター加盟。音訳・朗読に興味

のある、パート勤めや子育て・親の

介護・孫の子守りに奮闘する幅広

い年齢層の会員25名で活動中。

「やまびこの会」
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平成29年度政務活動費について報告します

政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されています。

交付対象　全議員

交 付 額　1 人につき、年額 120,000 円（平成 30 年度から 180,000 円）

政務活動費を充てることができる経費の範囲

項　　　目 内　　　容

調査研究費
市の事務及び地方行財政に関する調査研究並びに調査委託に要する経費（調査

委託費、交通費、宿泊費等）

研修費

研修会、講演会の実施に必要な経費及び他団体が開催する研修会、講演会等へ

の参加に要する経費（会場費・機材借り上げ費、講師謝金、会費、交通費、宿

泊費等）

要望・陳情活動費 要望・陳情活動を行うために必要な経費（印刷製本費、交通費、宿泊費等）

会議費 各種会議に要する経費（会場費・機材借り上げ費、印刷製本費、茶菓子代等）

資料作成費 議会審議に必要な資料を作成するために要する経費（印刷製本費、原稿料等）

資料購入費
調査研究のために必要な図書・資料等の購入に要する経費（書籍購入代、新聞

雑誌購読料等）

事務費 調査研究に係る事務遂行に必要な経費（事務用品費、通信運搬費等）

平成 29 年度政務活動費会派別支出状況

新世紀の会

（９人）

市民フォー

ラム（３人）

公明党

（２人）

みよし未来

の会（２人）

清翔クラブ

（２人）

青雲クラブ

　（１人）

日本共産党

（１人）

支出

調査研究費 0 円 96,870 円 65,704 円 0 円 0 円 20,720 円 0 円

研修費 750,183 円 286,490 円 99,298 円 270,248 円 74,340 円 91,660 円 20,948 円

要望 ･ 陳情活
動費

322,365 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

会議費 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

資料作成費 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

資料購入費 18,122 円 114,760 円 47,520 円 0 円 175,492 円 36,697 円 97,974 円

事務費 50,469 円 0 円 17,118 円 0 円 0 円 0 円 0 円

合　　計 1,141,117 円 498,120 円 229,640 円 270,248 円 286,226 円 149,077 円 118,922 円

※ホームページでは、個人別の状況が確認できます。
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ちかごろの

みよし市議会は

ひと味ちがう！

ともに考える！

環境に優しい植物油インキを使用

テーマに対し市民の皆様からご意見などお聞かせ頂ければ幸いです。

参加してね！
≪行政調査（視察）報告会≫

会場：図書館学習交流プラザ（サンライブ）

       3F 講座室兼音楽室にて

　みよし市議会３常任委員会では、まちの課題の中から年間テーマを選定し、調査研究

しています。先進地で調査した内容を、市への政策提言につなげる為、報告会にてテー

マに関する皆さんのご意見をお聞きします。

10月13日（土）　１５：００～　
　・ 協働事業提案制度

　・ 地域担当職員制度

　・ 協働に係る職員の能力向上

10月28日（日）　１0：００～　
　・ 公民連携の福祉施設の設置

　・ 福祉行政の取り組み

10月28日（日）　１4：００～　
　・ 企業立地・誘致の取り組み

何してるの？むずかしいね！

おもしろくない！

わかんない！

子育て情報ナビ「みよぴよ」

平成２８年度経済建設委員会より提案

　ＣＯ２の削減と公共施設の有効利用を図るため、小中学校や保育園など

を活用し民間業者が太陽光発電事業を実施できるように平成３０年度より

「太陽光発電システム事業」が設置されました。

平成２７年度文教厚生委員会より提案

子育て支援策「みよし市版ネウボラ」

　スマートフォンにより、どこでも子育て情報を得ることができる子育て支

援アプリ「みよぴよ」が平成３０年４月より導入されました。

平成２７年度文教厚生委員会より提案

子育て支援策「みよし市版ネウボラ」

　出産後も安心して育児に取り組めるように「産後ケア事業」が、平成３０年度より開

始されました。①宿泊、デイサービスにて身体的・心理的なケア②助産師、看護師によ

る相談支援と育児サポートなど。（詳しくは健康推進課にお尋ねください。）


